
   No. [  301 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　  バブリーバブル（モアノーレタ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-09 不定形 体 05-10

ダメになった

10-11 溶かす 粘液 11-12

溶けた

12-13 可燃性 体液 13

動けなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ ねばりつく捕食者

ねばつく

 
決まった形を持たないゼリー状の怪物。デュラが生きた燃料として大陸に持ち込んだものが野生

化。木の枝の上や洞窟の天井などに隠れ、下を通る獲物を狙って降ってくる。



   No. [  302 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    グリフォン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-07 獅子 牙 04-07

深く噛まれた

08-10 頑丈な 毛皮 08-10

効かなくなった

11-12 鷲 翼 11-13

翻弄された
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 傲慢に貪る

食い破られた

 
ライオンの胴体に鷲の頭と翼を持ち、背中は羽毛で覆われている。魔法は持たないが、隠された

財宝を見つけ出す特殊な能力がある。



   No. [  303 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ハーピー　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

08-09 掻きむしる 爪 06

切り裂かれた

10 頑丈な 羽 07-08

落ち着きのない

11-13 不愉快な 声 09-13

いらつかされた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 不吉な未来を占う

不吉な予感を抱かせる

 
女性の上半身と鷹の体を持つ。爪は長く、顔はほっそりして青白い。飛行時の騒音は極めて大き

く、独特の酷い臭気を放つ。心魂の力に関わる魔法の素養を有し、共通語や幽魔語の他、ロル

ダ古語やゲリオン語、ガルプ語まで話すことができる。ハービーは、よく予言をする。その予言は

常に不吉で聞く者に不安を強いるものだが、内容自体は虚偽ではない。



   No. [  304 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    フェニックス　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06-09 紅蓮 羽 01-04

効かなくなった

10 炎に包まれた 体 05-09

火傷した

11-13 気高い 声 10-13

すくんだ
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 滅びることのない

世をはかなんだ

 
フェニックスはワシに似た大型の鳥で、大きさはワシの 3 倍ある。体は目のさめるような赤と金色

に彩られ、非常に美しい。高い知性を持つが言葉を使うということはない。



   No. [  305 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ヒポグリフ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-09 鷲 クチバシ 04-05

噛まれた

10-11 馬 巨体 06-11

進めなくなった

12-13 輝く 羽毛 12-13

だらんとした
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 接近を拒む

近づき難い

 
大きなワシの頭と馬の体、そして鳥の翼を持つ。前足は羽毛で覆われており、蹄ではなく、鳥の

ような大きく鋭い爪を持つ。特殊な能力や魔法は持たない。



   No. [  306 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    キメラ（キマイラ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-05 獅子 顔 04-05

気おされた

06-10 炎 口 06-08

火傷した

11-12 分厚い 毛皮 09-13

効かなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 傲りたかぶる

恐ろしくなった

 
頭は山羊、体の前半分はライオン、後半分は龍、背には龍の翼を持つ。魔法は使わない。危機

になると、口から遠隔攻撃を兼ねた火炎まじりの息を、敵味方なく周囲へグルリと猛烈な勢いで

吐き出す。この攻撃は、当のキメラ以外の、戦場にいるすべてへ適用される。



   No. [  307 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　   マンティコア（マンティコラ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-05 獅子 体 04-07

すくんだ

06-10 毒 尾 08-09

ひりついた

11-12 分厚い 毛皮 10-13

効かなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 血に飢えて狡猾な

いたぶられた

 
人間の頭とライオンの体、サソリの尻尾を持つ。精霊古語を話すが魔法は使えない。攻撃は、足

の爪によるものと尻尾の先端の毒針によるものを同時に行うことができる。毒針の毒は受けてし

まった者には非常に強力な速攻性である。マンティコアは狩りが好きであり、中でも人間狩りを最

も好む。



   No. [  308 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ユニコーン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-06 純白 胴体 09-10

効かなくなった

07-11 浄化 角 11-12

貫通された

12 華奢な 脚 13

足がすくんだ
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 気高く清らかな

しおれた

 
額に細長い角を一本有す、白馬に似た動物。脚は細く、尻尾はイノシシに似る。角には毒消しの

魔力があり、この角を手にした者に一切の毒は効かなくなる。ユニコーン自体にも毒は効かない。

言語こそ持たないが、とても聡明かつ用心深い生き物。人間族に親しくなることはまず無いが、

清浄で純潔な乙女にだけは、従順になつくことがある。妖精族の友。ユニコーンは角の先で毒を

消す以外に、魔法を使うことはない。



   No. [  309 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    セントール　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06-10 弓を構えた 手 06-10

刺し傷だらけな

11 酩酊 目 11

怯まされた

12-13 蹴り立てる 蹄 12-13

ダメになった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 気まぐれな

悪酔いした

 
ケンタウロス。半人半馬で、馬の首の位置に人の上半身が付いている。馬の走力に人の知性を

有し、魔法の素質もある。人間同様に道具を使いこなすが、特に弓矢での狩りが得意である。酒

好きで酒癖も悪く、酔うと狂暴になる。余程でない限り人を乗せることは無い。彼らは人肉含めて

生肉を好み、しばしば食料目的に少女などを誘拐することがある。



   No. [  310 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    グデュン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04 硬い 樹皮 04-09

効かなくなった

05-10 巻きつく 触手 10-12

のろくなった

11-12 すり潰す 歯 13

潰された
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 冷え切った貪欲の

ドロドロ

 
直径１m、高さ３m程度のイソギンチャク状食肉植物。最上部に無数の触手があり、これが自由

に動き回って近寄った動物を捕らえ、最上部の口へ放り込んで消化する。触手は長く、表面は遅

効性の毒液でベタ付いている。触手を巻きつかせるだけでも、刺激性の粘液で獲物を負傷させ

るグデュンであるが、実は火にとても弱い。毒液が可燃性のため、本体に火が付くと簡単に燃え

尽きてしまう。



   No. [  311 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    アムピスバエナ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-05 双つ 頭 04-09

噛み砕かれた

06-11 毒 牙 10-11

苦痛に満ちた

12 つややかな 鱗 12-13

効かなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 飛びかかる危険な

毒に腐乱した

 
アムピスバエナは、双頭のヘビの一種で、通常のヘビの尾にあたる部分に第二の頭のあるもの

である。つまり体の前後に正反対の向きを向いた頭が一つずつあることになる。全身に斑点があ

り、木の上から滑空して下を歩く動物を襲う。その際、アムピスバエナは、放たれた矢のように空

を切って飛んで来ると言う。非常に強力な毒を有す。



   No. [  312 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    トロル　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-09 引きちぎる 腕 03-06

千切られた

10 鋭い 歯 07-10

噛み砕かれた

11-12 非常に硬い 肌 11-13

効かなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 荒々しい

生皮はぎとられた

 
大型の鬼族で濃い緑色をしており、非常によく筋肉の発達した手足は鬼族特有の厚く硬い皮膚

で覆われている。大きな歯と爪は彼らの好物である人肉を引き裂くのに適している。トロルは殺さ

れても、この自己再生能力により約 10分後に蘇る。これを防ぐには死体を焼いてしまえばよい。

当然トロルは火を嫌い、火を使っている者、持っている者を真っ先に狙う。なお、トロルとは共通

語でコミュニケーションが可能である。



   No. [  313 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ロック鳥　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-09 巨大 爪 04-07

動けなくなった

10-11 突風 翼 08-10

転がされた

12 巨大 クチバシ 11-13

噛み砕かれた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 空を覆いつくす

大混乱した

 
ロック鳥は非常に巨大な怪鳥で、広げた両翼の幅は 40m前後にも達する。空を飛ぶ鳥の中で最

大かつ最強であり、象その他の動物を好んで食べる。その翼の力は強大で、普通の象程度の動

物なら、簡単につかんで山頂の巣まで飛んでいけるほどである。



   No. [  314 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    クラーケン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-06 ねばねばした 体 04-07

ねばついた

07-11 まきつく 触手 08-11

へし折られた

12 知恵を持つ 目 12-13

身の毛が逆立った
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 冷たく不気味な

奈落

 
タコのような、イカのような、ヒトデのような、ポリプのような……とこの巨大な海の怪物クラーケンの

形容はさまざまである。いずれにしても本体から伸びる長さ 10m ほどの触手を持ち、その数は 8
本（実際には 5～10本までのバラツキがあるらしい）というのが一般的なクラーケンの姿である。



   No. [  315 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    シーコル＝プトン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-07 締め上げる 触手 04-07

動けなくなった

08-10 吸い付く 口 08-09

血をすすられた

11-12 鋭い 棘 10-13

刺された
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 冷たく危険な

土気色

 
シーコル＝プトンは、巨大なウニに似た怪物で、直径数m の球形状の本体から、多数のうごめく

触手が突き出している。シーコ＝ルプトンは、動物の体液を糧とし、数m に及ぶ触手を獲物に巻

きつけ、触手先端の鋭い歯のついた口より体液を吸い取る。



   No. [  316 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    セルムット＝ムイラ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-09 金属 鱗 04-09

磨り減った

10 潜る 脚 10

震えきった

11-12 巨大な 顎 11-13

ただれた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 暗く危険な

むさぼられた

 
別名「土虫」とも「地中竜」とも。体長は数m、体径は 60cm 強、クワガタのように発達したアゴを持

つ他は巨大なムカデのような外見の怪物。鉱物を食べ、特に鉄などの良い武器、防具などを

持った人間を襲うことがある。非常に強い酸性の消化液を分泌し、セルムット＝ムイラと戦闘に

なった者は、金属製の所持品が侵される可能性がある。本文参照。



   No. [  317 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ハイドラ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-05 再生 首 03-09

ダメになった

06-11 毒 牙 10-12

震えが止まらなくなった

12-13 輝く 首 13

噛み砕かれた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 手のつけられない危険

手を焼きそうな

 
９つ首を持った大蛇で、全身は厚い緑の鱗に覆われ、首は 3-5m程度の長さに達する。中心の

首が斬り落とされるまで自己再生能力を有し、中心の首以外の首を切断してもそこから新たな首

が２本生えて来る。しかも中心の首は不死身の性質を帯び、本体が死んで中心の首が胴体から

分離しても、あたかも１体の蛇のように攻撃し続ける。これを防ぐには、火によって焼いてしまうし

か方法がない。



   No. [  318 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ズウ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-08 巨大な 体 04-08

衝撃を受けた

09-11 煙 鼻 09-10

牛馬のような

12 分厚い 毛皮 11-13

ぐだぐだした
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 滑稽な危険

みじめに変容した

 
巨大な豚に似た怪物で、頭に角がある。通常攻撃の他、手強そうな敵に赤もしくは黄色の煙を鼻

から吹き付け、命中した相手をたちどころに牛、羊、兎、馬など「その地で飼われている家畜」に

変えてしまう。ズウの角をとることができれば、この呪いを打ち破ることができる。



   No. [  319 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ナガ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-07 湾曲刀 手 05-06

切り落とされた

08-10 毒 口 07-11

震えてしまった

11-12 蛇 体 12-13

動けなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 知的で恐ろしい

追いつめられた

 
上半身が人、下半身が蛇の生物で、非常に知性が高く、しばしば神殿や寺院など、「隠された知

識の場」を守護する存在としてある。自種族専用の幅広で湾曲した刀剣で敵を攻撃するが、同時

に猛毒の唾を吐く。精霊古語、古代神聖語を話し、魔法を使うことがある。



   No. [  320 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ミュルメコレオン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-07 獅子 口 04-08

噛まれた

08-10 硬い 殻 09-11

効かなくなった

11-12 鋭い 脚 12-13

深く刺された
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 獲物に飢えている

餌食にされる

 
ミュルメコレオンは、上半身がライオン、下半身が蟻という、混沌の魔の介在を強くうかがわせる奇

妙な生物である。この怪物は常時飢え、狂暴かつ凶暴。なぜならミュルメコレオンは、その変則的

な体質上、いつも消化不良な状態であり、多くは常に食料を獲得していないと衰弱死してしまう。

本文参照。



   No. [  321 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    リュンクス　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-09 鋭い 牙 05-06

噛まれた

10-11 美しい 毛皮 07-08

効かなくなった

12-13 見通す 目 09-13

動けなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 優雅で残酷な

深傷負った

 
輝く瞳と耳の先端にある黒い毛房を特徴とする、少し太めの仔豹によく似た妖精猫の一種。憶病

で用心深く、普通は自分より大きな動物を襲ったりなどしない。言葉は話せないが豊かな感受性

をもち、知性も高く清潔好きでもある。眼力は異様に強く、石壁や山ですらも見透かしてしまう。聴

力も強力だが、美しい音楽を聴くと感動し身動きできなくなる。逆に酷い歌からは逃げだすか、最

悪「公害」を根絶しようと逆上、攻撃にでる可能性も。



   No. [  322 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    バジリコック　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-10 死を放つ 目 05-09

死滅した

11 鋭い クチバシ 10-12

貫通された

12 蛇 鱗 13

無効化された
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 荒廃をもたらす

破壊された

 
上半身（頭、首、胴）が雄鶏、下半身が蛇の小型の怪物。似たような怪物にバジリスクと呼ばれる

蛇と、コカトリスと呼ばれる首から上が雄鶏で、その他は八本足のハ虫類がある。



   No. [  323 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    セイレーン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-08 魅惑的 目 05-06

ふらついた

09-11 かぐわしい 臭い 07-08

やる気の出ない

12-13 痺れ 声 09-13

いやらしい
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 妖艶に差し招く

ふらふら

 
上半身が女、下半身が鳥の怪物で、ハーピーに似る。ただしハーピーと違い、非常に美しい声と

顔を持ち、また、その肢体からは何とも言えぬ魅惑的な香りがする。精霊古語も共通語も話す。

絶海の孤島に棲み、美しい歌を聞かせて船乗りたちをおびき寄せる。本文参照。



   No. [  324 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ファハン　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04 一本 脚 04-05

ダメになった

05-10 凝視 目玉 06-11

すくんでしまった

11-12 一本 腕 12-13

ぽっきり折れた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 不気味につかみかかる

見捨てられた

 
頭の中央に髪の毛が一房あり、顔の真ん中の大きな一つの目玉と、胸から突き出た一木腕、腰

から生えている太い一本足を持つ怪物。



   No. [  325 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ミナミチエモモンガ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-05 羽ばたく 翼 06-08

すべって転倒した

06-12 謎をかける 口 09-12

考え込んでしまった

13 巨大な 体 13

効かなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 偉そうだが憎めない

見下ろされた

 
南西海域に住む、体長５m程のモモンガ。木の実を食し人語を話す。妙な哲学的思考と謎々勝

負を好み、謎々に不正解なら、皮膜を激しく揺らす大笑いの風で相手を吹き飛ばす。正解だと

①短時間の遊覧飛行、②手持ちの木の実、③モモンガ流飛行術の伝授の選択を迫る。本文参

照。



   No. [  326 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ミナミチエオオグマ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06-07 ぼんやりした 目 04-07

なごんでしまった

08 柔らかい 毛皮 08-10

手ごたえがなかった

09-12 ふかふかした 巨体 11-13

身動きできなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ ぼんやりとした

弛緩しきった

 
二足歩行する体長 3m ほどの熊。南西海の島に生息。極めて柔らかい茶の体毛と黒いボタンの

ような瞳と鼻。別名ボケオオグマヌイグルミモドキ。大木や岩に寄りかかり、海の遠くをぼうっと眺

めているか、眠っているか、寝ぼけている。近本文参照。



   No. [  327 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    白黒熊（デュニヴギリリ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07 鋭い 爪 04-06

切り裂かれた

08-10 白黒 毛皮 07-11

効かなくなった

11-13 垂れた 目 12-13

へこんだ
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ なんとも珍奇な

くだらない

 
ナーハンとギュノロン間のギュノス森林に生息すると言われる。やや小柄な熊のような体に白黒の

毛皮をまとい、森林の下生えとなるブスブスの木を食す。性格は温和だが、攻撃を受けた場合は

熊同様に激しい反撃を行う。もっとも彼らは森の妖精の作った深い結界の更にその奥を生息地と

しており、まず人目に触れることはない。本文参照。


